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申込み、問合せは
各支部技術担当者へ

6
月
16
日
、
東
京
都
職
業
能
力

開
発
協
会
の
総
会
が
、
千
代
田
区

飯
田
橋
に
あ
る
東
京
し
ご
と
セ
ン

タ
ー
の
地
下
講
堂
に
て
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
例
年
、
5
月
末
に
開
か

れ
る
の
で
す
が
、
今
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
延
期
と

な
っ
て
お
り
、
参
加
者
の
数
を
か

な
り
減
ら
す
な
ど
し
て
規
模
を
大

幅
に
縮
小
し
た
形
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

総
会
の
な
か
で
、
2
0
2
0
年

度
の
東
京
都
職
業
能
力
開
発
協
会

会
長
賞
の
発
表
が
あ
り
、
東
京
土

建
か
ら
は
4
人
の
仲
間
が
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
東
京
土
建
技
術
セ
ン

タ
ー
で
定
め
た
認
定
職
業
訓
練
関

係
功
労
者
表
彰
制
度
推
薦
基
準
規

程
に
沿
っ
て
、
支
部
か
ら
推
薦
の

あ
っ
た
講
師
に
贈
ら
れ
る
も
の
で

す
。
具
体
的
に
は
、
東
京
土
建
技

術
セ
ン
タ
ー
支
部
講
師
団
に
登
録

し
て
い
る
現
場
従
事
者
で
、
支
部

で
開
催
し
て
い
る
講
習
の
講
師
活

動
を
通
算
5
年
以
上
積
極
的
に
経

験
し
て
い
て
、
貢
献
が
顕
著
で
あ

る
方
に
贈
ら
れ
ま
す
。

今
回
、
東
京
土
建
で
は
次
の
4

人
の
方
が
会
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

【
受
賞
者
】

橋
本
正
三
さ
ん
（
足
立
支
部
）

岩
﨑
一
宇
美
さ
ん
（
品
川
支
部
）

南
雲
正
博
さ
ん
（
小
金
井
国
分
寺

支
部
）

石
垣
雅
之
さ
ん
（
清
瀬
久
留
米
支

部
）

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
約
2
カ
月
間
の
休
校
が
終
わ
り
、
東
京
建
築

カ
レ
ッ
ジ
（
以
下
カ
レ
ッ
ジ
）
は
6
月
3
日
か
ら
授
業
を
開
始
。

新
入
生
（
第
25
期
生
）
は
9
日
間
の
集
中
授
業
を
終
え
て
、
こ
れ

か
ら
始
ま
る
本
格
的
な
学
び
へ
の
期
待
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い

ま
す
。
そ
の
姿
は
若
手
技
能
労
働
者
の
確
保
と
育
成
の
拠
点
と
し

て
の
カ
レ
ッ
ジ
の
存
在
意
義
を
実
感
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

プロ用の手道具を使えるように

【
建
築
カ
レ
ッ
ジ
・
吉
川
新
吾

記
】
6
月
13
日
午
後
、
集
中
授
業

の
ま
と
め
の
授
業
が
池
袋
校
舎
で

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
初
日
最
初
の

橋
本
英
夫
先
生
の「
木
造
工
作
法
」

か
ら
始
ま
る
連
続
の
授
業
は
、
学

校
生
活
に
慣
れ
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト

や
先
生
方
と
の
信
頼
関
係
を
築
く

う
え
で
大
事
な
位
置
づ
け
が
あ
り

ま
す
。
や
や
き
つ
い
体
験
で
し
た

が
、
充
実
し
た
学
び
に
満
足
の
声

を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
実
家
の
工
務
店
で
働
い
て
い

ま
す
。
普
段
現
場
で
は
質
問
で
き

な
い
こ
と
も
こ
の
学
校
で
は
先
生

や
ク
ラ
ス
の
仲
間
に
何
で
も
聞
け

る
」
、
「
親
父
の
後
を
継
ぐ
決
意

で
入
学
。
仲
間
と
の
つ
な
が
り
が

持
て
る
の
が
大
き
な
魅
力
で
す
。

貴
重
な
2
年
間
を
無
駄
に
し
な
い

よ
う
貪
欲
に
学
び
た
い
」
。

カ
レ
ッ
ジ
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

軸
に
据
え
て
い
る
の
は
、
伝
統
的

な
大
工
技
術
の
実
技
実
習
で
す
。

日
本
に
お
け
る
建
築
の
基
本
は
木

造
建
築
で
あ
り
、
大
工
技
術
が
担

っ
て
き
た
と
い
う
考
え
方
で
、
大

工
職
以
外
の
研
修
生
に
も
手
道

具
、
手
刻
み
に
よ
る
実
技
実
習
へ

の
参
加
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

こ
こ
が
他
の
建
築
系
教
育
機
関
と

の
大
き
な
違
い
で
、
1
年
次
の
後

半
に
は
伝
統
構
法
を
取
り
入
れ
た

実
習
棟
実
習
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

木
造
建
築
を
深
く
学
び
た
い
人
に

と
っ
て
大
き
な
魅
力
で
す
。

基
本
の
手
道
具
・

手
刻
み
を
学
ぶ

集
中
授
業
で
は
、
橋
本
先
生
か

ら
カ
レ
ッ
ジ
の
教
育
の
組
み
立
て

を
わ
か
り
や
す
く
教
え
て
も
ら

い
、
実
技
実
習
が
ス
タ
ー
ト
。
最

初
の
課
題
は
、
自
分
の「
道
具
箱
」

と
「
砥
石
台
」
で
す
。
図
面
を
見

な
が
ら
材
料
を
組
み
立
て
た
後
、

プ
ロ
用
の
手
道
具
の
名
前
や
用
途

を
教
わ
り
な
が
ら
、
使
え
る
状
態

に
し
て
い
き
ま
す
。

鑿
（
の
み
）
の
桂
直
し
、
裏
押

し
や
鉋
（
か
ん
な
）
の
仕
込
み
、

墨
つ
ぼ
に
よ
る
墨
付
け
な
ど
を
、

カ
レ
ッ
ジ
卒
業
生
の
指
導
員
の
手

ほ
ど
き
で
練
習
。
プ
レ
カ
ッ
ト
材

の
利
用
な
ど
で
効
率
化
が
進
ん
だ

現
場
で
は
習
得
し
に
く
い
技
術
・

技
能
で
す
。
新
入
社
員
を
研
修
派

遣
す
る
事
業
所
の
多
く
が
「
手
道

具
・
手
刻
み
は
基
本
。
で
も
社
内

で
教
え
に
く
い
か
ら
カ
レ
ッ
ジ
に

通
わ
せ
る
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

橋
本
先
生
は
こ
う
言
い
ま
す
。

「
道
具
の
手
入
れ
に
は
自
分
自
身

が
映
し
出
さ
れ
る
」。建
築
技
能
労

働
者（
職
人
）と
し
て
の
精
神
性
の

教
育
も
カ
レ
ッ
ジ
で
は
重
視
し
て

お
り
、こ
の
点
も
研
修
生
本
人
、事

業
主
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
作
業
主
任
者
】

有
機
溶
剤
（
塗
料
・
シ
ン
ナ
ー
に

含
有
の
エ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
や
塗
料

剥
離
剤
の
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
で
も

必
要
に
）
7
月
21
日
〜
22
日
（
火

水
）
池
袋
、
1
万
1
5
0
0
円

酸
欠
・
硫
化
水
素
（
暗
渠
・
マ
ン

ホ
ー
ル
・
槽
・
ピ
ッ
ト
等
で
の
作

業
）
8
月
25
日
〜
27
日
（
火
水
木
）

池
袋
、
1
万
9
5
0
0
円

【
溶
接
】

ガ
ス
溶
接
9
月
12
日
〜
13
日
（
土

日
）
多
摩
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ

ー（
昭
島
市
）、
1
万
6
5
0
0
円

【
特
別
教
育
な
ど
】

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
9
月
8

日
〜
9
日
（
火
水
）
池
袋
、
1
万

4
5
0
0
円

足
場
8
月
3
日
（
月
）
池
袋
、
7

5
0
0
円

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
8
月
6
日
（
木
）

池
袋
、
8
千
円

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
補
講
①
7
月
21
日

（
火
）
池
袋
、
②
7
月
26
日
（
日
）

西
多
摩
支
部
、
③
8
月
2
日（
日
）

西
多
摩
支
部
、
い
ず
れ
も
8
千
円

石
綿
9
月
1
日
午
後（
火
）池
袋
、

4
5
0
0
円
、
自
由
研
削
砥
石
・

丸
の
こ
・
熱
中
症
と
3
日
間
連
続

セ
ッ
ト
割
引
1
万
7
5
0
0
円

自
由
研
削
砥
石
9
月
2
日
（
水
）

池
袋
、
8
千
円

丸
の
こ
・
熱
中
症
①
8
月
5
日

（
水
）
池
袋
、
②
9
月
3
日
（
木
）

8
千
円
、
丸
の
こ
の
み
5
千
円
、

熱
中
症
の
み
3
5
0
0
円
、
自
由

研
削
砥
石
と
2
日
間
セ
ッ
ト
割
引

1
万
4
5
0
0
円

【
建
設
機
械
】

玉
掛
9
月
17
日
〜
19
日（
木
金
土
）

西
多
摩
支
部
会
館
、
2
万
2
千
円

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
9
月
24
日

〜
26
日
（
木
金
土
）
池
袋
（
実
技

は
板
橋
）
、
3
万
3
千
円

受
験
準
備
講
座

二
級
建
築
士
・
製
図
7
月
9
日
〜

9
月
10
日
（
水
及
び
木
曜
夜
と
日

曜
昼
）
池
袋
、
8
万
5
千
円

一
級
建
築
士
・
製
図
7
月
26
日
〜

10
月
4
日
（
日
曜
昼
）
池
袋
、
8

万
5
千
円

【
事
業
所
向
け
】

新
入
職
者
教
育
（
法
定
の
「
雇
入

れ
時
教
育
」
の
一
部
と
、
足
場
特

別
教
育
・
熱
中
症
の
2
つ
の
特
別

教
育
を
実
施
）
8
月
3
日
〜
4
日

（
月
火
）
池
袋
、
9
8
0
0
円

実
技
実
習
と
共
に
学
び
の
土
台

と
な
る
授
業
も
行
な
わ
れ
ま
す
。

今
年
は
入
職
時
教
育
を
渡
辺
義
久

理
事
長（
東
京
土
建
副
委
員
長
）が

担
当
、
建
設
産
業
担
い
手
確
保
・

育
成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
「
建
設

現
場
で
働
く
た
め
の
基
礎
知
識
」

を
使
っ
て
業
界
の
仕
組
み
や
安
全

第
一
に
つ
い
て
解
説
。
安
全
学
習

は
1
年
生
指
導
員
責
任
者
の
佐
々

木
雄
司
先
生
が
実
技
実
習
を
中
心

に
安
全
に
学
校
生
活
を
送
る
た
め

の
諸
注
意
を
強
調
し
ま
し
た
。

建
築
に
従
事
す
る
に
は
数
学
の

基
礎
知
識
と
セ
ン
ス
が
欠
か
せ
な

い
の
で
、
中
学
・
高
校
の
数
学
の

復
習
も
行
な
い
ま
す
。
元
都
立
高

校
教
員
（
カ
レ
ッ
ジ
卒
業
生
）
、

黒
田
順
先
生
に
よ
る
「
建
設
業
従

事
者
の
た
め
の
数
学
講
座
」で
す
。

数
人
の
班
に
分
か
れ
て
研
修
生
同

士
が
教
え
あ
う
ス
タ
イ
ル
で
進
み

ま
す
。
数
学
が
苦
手
な
人
に
も
配

慮
し
て
「
加
減
乗
除
」
や
「
分
数

の
計
算
」
か
ら
始

め
ま
す
が
、
ド
ア

や
窓
が
あ
る
壁
面

の
ク
ロ
ス
貼
り
の

面
積
や
建
ペ
イ

率
、
容
積
率
の
出

し
方
、
現
場
で
役

立
つ
イ
ン
ド
式
数

学
テ
ク
ニ
ッ
ク
な

ど
職
人
向
け
の
例

題
が
豊
富
で
す
。

集
中
授
業
の
後

半
に
は
「
基
礎
製
図
」
も
あ
り
ま

す
。
線
の
種
類
、
平
行
定
規
（
卓

上
製
図
板
）
と
三
角
定
規
の
使
い

方
、
建
具
の
表
現
な
ど
か
ら
学
ん

で
い
き
ま
す
。
夏
以
降
、
パ
ソ
コ

ン
を
使
っ
た
Ｃ
Ａ
Ｄ
（
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
支
援
設
計
）
や
間
取
り
の

創
造
か
ら
始
め
る
住
宅
自
由
設
計

の
授
業
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま

す
。カ

レ
ッ
ジ
に
は
毎
年
の
よ
う
に

複
数
の
女
性
が
入
学
し
ま
す
。
な

か
に
は
学
科
、
実
技
共
に
優
秀
な

成
績
で
ク
ラ
ス
を
リ
ー
ド
す
る
人

も
い
ま
す
。

今
年
は
大
工
職
2
人
、
設
計
職

1
人
の
3
人
が
元
気
に
学
ん
で
い

ま
す
。
最
近
は
施
工
系
の
職
種
で

も
女
性
の
活
躍
が
目
立
ち
ま
す
。

カ
レ
ッ
ジ
で
は
建
築
の
世
界
で
活

躍
し
た
い
女
性
の
入
学
を
歓
迎
し

て
い
ま
す
。

解
体
工
、
は
つ
り
工
（
正
規
）

㈱
石
岡
工
業
（
杉
並
支
部
）

☎
0
3
―
5
3
5
6
―
7
5
0
7

塗
装
（
正
規
・
請
負
）

㈲
長
谷
川
塗
建
工
業
（
町
田
支
部
）

☎
0
9
0
―
4
4
2
9
―
3
0
6
9

給
排
水
管
衛
生
設
備
工
事
（
請
負
）

㈱
ミ
タ
ッ
ク
ス（
小
平
東
村
山
支
部
）

☎
0
4
2
―
3
0
0
―
0
8
8
0

解
体
工
（
正
規
）

㈲
光
栄
解
体
工
業
（
板
橋
支
部
）

☎
0
3
―
6
7
8
4
―
2
1
1
1

設
計
（
正
規
）

筒
井
紀
博
空
間
工
房
（
杉
並
支
部
）

☎
0
3
―
3
2
4
7
―
8
9
2
2

金
属
工
事
（
正
規
）

佐
藤
興
業
（
小
平
東
村
山
支
部
）

☎
0
8
0
―
8
8
7
6
―
9
4
4
5

畳
、
襖
職
人
（
正
規
）

田
村
畳
店
（
北
支
部
）

☎
0
3
―
3
9
6
9
―
0
8
2
8

解
体
工
（
正
規
）

㈲
政
工
業
（
足
立
支
部
）

☎
0
3
―
5
6
4
7
―
8
0
4
0

第25期の女性3人。左から小林
薫さん、吉田真巳さん、宮澤恵
子さん

カ
レ
ッ
ジ
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
や
見
学
の
お
申
し
込
み

は
、東
京
土
建
技
術
セ
ン
タ
ー
内
、

東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ
（
☎
0
3
―

5
9
5
0
―
1
7
7
1
）
ま
で
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

第
1
回
募
集

◆
学
校
説
明
会
8
月
26
日（
水
）

◆
応
募
締
切
9
月
3
日
（
木
）

◆
試
験
日
9
月
9
日
（
水
）

◆
結
果
発
表
9
月
11
日
（
金
）

第
2
回
募
集

◆
学
校
説
明
会
9
月
23
日（
水
）

◆
応
募
締
切
10
月
1
日
（
木
）

◆
試
験
日
10
月
6
日
（
火
）

◆
結
果
発
表
10
月
8
日
（
木
）

※
説
明
会
、
試
験
共
に
池
袋
校
舎

が
会
場
で
す
。

※
説
明
会
の
開
催
時
間

①
午
後
2
時
〜

②
午
後
7
時
〜

※
試
験
日
の
開
催
時
間

午
前
9

時
30
分
〜
午
後
4
時
頃

東京建築
カレッジ

９
日
間
に
魅
力
が
ぎ
っ
し
り

安
全
、数
学
、基
礎
製
図

土
台
し
っ
か
り
学
ぶ

活
躍
し
た
い
女
性

の
入
学
を
歓
迎

職
能
開
発
協
会
会
長
賞
に

東
京
土
建
か
ら
４
人

求

人

求

人

求

職

第
２５
期
生
の
集
中
授
業

第
２５
期
生
の
集
中
授
業


